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★ 国際平和年 記念石・・・・・・散歩で歩く森林公園に、国連が決めた＜国際平和年＞ １９８６年を 

記念して、神奈川県と県公園協会名で、次の言葉が刻まれているのでご報告します。（写真添付）。 

【  核兵器もない  戦争もない  平和な世界を    国際平和年記念  】 

             ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

教団に 献⾦取られ揺れる秋 ・・・・・・・・・・・ 違法な献金勧誘で、賠償判決を何度も受けている 

旧統一教会だが、続く被害や背景の情報（政治・CIA 関連まで）で、世の中が揺れている。 

世阿弥忌や 百まで初⼼俳句詠む ・・・・・・・ 5 年前に俳句入門し、俳句作りを楽しむ日々ですが、  

    世阿弥忌（今年は 9/3）に、改めて、＜一日毎に初心に帰り、百まで＞を心定めした。 

⺟恋うる 歌聞く夜や吾亦紅 ・・・・・・・・・・テレビで、母親の死後に家に帰り、長い不孝を詫び乍

ら、 

後は母子で居続けると誓う、離婚した白髪男の哀しさを、森進一が声を絞るように歌った。 

⼲ばつと 聞いてボジョレー待っており ・・・ 欧州が５００年来最悪の干ばつと聞いて、ボジョレ

ー 

は如何に、と気にしながら例年より早くから初飲みを待っている、呑気な自分がいる。 

⼗五夜や ⼀升空けた⽇もありき ・・・・・・・・ 乱れない酒を志した 20 代、実家縁側での月見酒

で、 

一升試して満足した思い出があり、還暦以後は５勺の晩酌を楽しむ８１歳が 十五夜に詠んだ。 

⼗六夜や 味噌こんにゃくに合点あり ・・・・ 飯の盛りを減らした結果、胃は快調だが、通じの遅

れ 

に気づいて、晩酌に少量の味噌こんにゃくを添え始めたところ、快調に変わって得心した。 

⻄⽥幾の「善の研究」 かじる秋 ・・・・・・・ Web 青空文庫の西田幾多郎欄から全 4 編を写し

取り、 

旧制高校生向け哲学書に 1 ヶ月取り組む毎日を過ごしてみた。何分か解けてきた気がする。 

皆既⾷ 町内回る⽉⾒かな ・・・・・・・ 11 月の満月が、赤くなり、皆既食になり、戻るまでの月見

を、  



町内を回りながら、屋根向こう・通りの上・樹の上など、好位置を見つけて見物して楽しんだ。 

相容れて 不戦の春へ和の⼼ ・・・・・ 戦争が＜双方の正義の衝突＞である以上、双方が相手

の 

価値感を容れ合うことが、不戦の要と思われ、和の心が広まることを祈って詠んだ。 

                                                                  以上 

                      


